
特定非営利活動法人　福祉市民ネット・川西

平成 30 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○
○

○

○

○
○

○ ○

○
○

○
○

○

　（様式１）

62

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

2. 職員の２/３くらいが

60

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

1. 大いに増えている

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての利用者が職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が

3. あまり増えていない

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

57

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

58

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

2. 少しずつ増えている

4. ほとんどできていない

56

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）
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4. ほとんど掴んでいない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

所在地

事業所名

評価機関名

自己評価作成日 評価結果市町村受理日平成　３０年　10月　2７日 平成30年11月27日

1  自己評価及び第三者評価結果

2871700676

法人名 医療法人社団　うしお　会

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号

訪問調査日 平成30年11月3日

自然に恵まれた立地条件にあり、四季を感じながら穏やかに生活をして頂いています。
当施設の理念・方針に添ったご本人の思いや気持ちを尊重したその人らしい生活が出来るよう
な支援、サービスを心掛けている。家族会等を開き、入所者様のご家族同士の交流を図り、遠
足や外出等も増やし、こもりがちな生活にならないよう努力しています。食事に関しては、手作り
を基本とし入居者の皆さんと一緒に調理をしたりと、作る事も楽しんでいただいています。職員と
入居者は信頼関係の元に敬い寄り添いながら良い距離感で接しています。認知症の進行、身
体的重度化の介護が求められている今、グループホーム本来の良さである家庭的な環境での
寄り添った介護を見失わないように頑張っています。

【第三者評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
　事業所は淡路島の南部に位置し、母体の病院と隣接している。恵まれた気候と山や畑の自然
に囲まれた田園風景の中にある建物は、明るく開放的で穏やかな気分にさせてくれる。「地域に
親しまれ信頼される施設に」を基本理念とし、近隣の幼稚園や保育所、老人会や町内会との交
流を深め、地域のお祭りや催しには積極的に参加するなど着実に地域に根づいている。食事に
関しては、産地の食材を活かした手作りのものを提供し、お誕生日には利用者が好きなメ
ニューをリクエストする楽しみがあり、食欲旺盛な姿は家族からも喜ばれている。グループホー
ムの利用者が重度化しつつあっても、専門資格をもち経験豊かなリーダーの頑張りや職員の働
きかけにより、グループホーム本来の良さである家庭的な環境を保っている。

基本情報リンク先

兵庫県南あわじ市寺内　1140 - 6所在地

グループホームおのころ
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

1 （1） ○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義をふまえた事業
所理念をつくり、管理者と職員は、その理念
を共有して実践につなげている

理念は常に誰もが分かるように見えやすい所に
掲示しており、入所時は、ご家族にも分かり易く説
明をしている。
職員は常に理念を念頭に置き、毎朝、行われる申
送り時に職員が理念を合唱し、理念に基づいた目
標を掲げ実現できるよう実行している。理念は法
人全体の理念で基本方針は施設独自のものであ
り職員全員で共有している。

　法人全体の基本理念として　「地域に
親しまれ信頼される施設に」の他に、事
業所独自の基本方針を掲げている。理
念と方針は掲示し、申し送り時に唱和し
ている。また、理念の実現に向け、具体
的な日頃の心掛けを標語にし、常に意
識するよう努めている。

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日
常的に交流している

日常の挨拶はもとより、町内会、婦人会学校、幼
稚園、地域のボランティア等、各種団体に施設を
来訪して頂き、地域のお祭りや住民大会等の催し
にも参加させて頂き、交流させて頂いている。今
後は部落単位はもちろんだが地区単位と広げて
いきたい。今年は地区開催の老人会に参加しまし
た

　自治会には入っていない。近隣の保
育所、他事業所との合同で納涼祭を開
催したり、地域の祭りのだんじりや保育
所園児のハロウィン、中学生の人形浄
瑠璃、老人会の行事に参加するなど、
地域住民との交流を図っている。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認
知症の人の理解や支援の方法を、地域の
人々に向けて活かしている

地域の方々には事業所での行事に参加して頂き
施設を交流の場として解放し気軽に立ち寄っても
らえるようにしている。また、地域の老人会等の集
会に参加し、施設や認知症の方々への理解を求
め説明している。
高齢者への介護面においても相談を受けたりと対
応を図っている。

自己評価および第三者評価結果

Ⅰ.理念に基づく運営

自
己

第
三
者

項　　目
外部評価
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

第
三
者

項　　目
外部評価

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告
や話し合いを行い、そこでの意見をサービス
向上に活かしている

運営推進会議は２ヶ月に１回開催しており、運営
等の近状を報告して、話合いを行い、地域の方々
の意見を真摯に受け止めている。ご家族様にも参
加していただき、年に一度ではあるが家族会で状
況を報告している。
老人会や住民会の方々とも連携を密に情報提供
や災害時の避難場所の提供など協力体制を依頼
している。
近隣の地区の役員を通じて、施設の存続意義を
深めるため、気安く立ち寄って頂けるよう声を発
信している。Ｈ２９年２月より議事録共に広報をご
家族様に送付している。

　運営推進会議は２か月に１回、併設の
事業所と交互に行っている。参加者は
利用者家族、老人会会長、市職員、事
業所の職員が主である。内容は入居者
数の推移、入退所の状況、行事予定や
家族会の報告、災害時の避難場所など
多岐にわたる。

　多数の家族の参加を促すため、会議
の日程を事前に知らせる案内をしては
どうか。

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取り組みを積
極的に伝えながら、協力関係を築くように取
り組んでいる

市庁の担当者とは常に連携を密にしており、意見
や指導を受けております。
施設として、指導内容には、積極的に改善や調整
を行っています。
わからないこと等常に相談している。

　運営推進会議に市役所、地域包括職
員の参加があり、事業所の取り組みを
伝えている。グループホーム連絡会で
は長年世話役をしており、合同研修会
の企画など他事業所や市に連携するよ
う働きかけている。

　市や地域包括と課題を共有し、地域包
括ケアの勉強会を行うなど、協働して取
り組みをすればどうか。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

第
三
者

項　　目
外部評価

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準に
おける禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでいる

施設近郊は農業地区であり用水路が多く、また、
国道28号に接していることから交通事故について
懸念される。近郊での発生しうる事故を配慮し、
利用者への安全上、やむを得ず施錠（玄関・裏
口）を行っている。
ご家族様方々にも、近郊周辺の状況から危険性
を伝え、了解のもと、行っている。
利用者の人権を常に考え、身体拘束に至らない
よう、その都度細心の注意をしている。
年間の施設研修会においても身体拘束を取り上
げ、人権についても日々のケアの中で気をつけ理
解を深めている。禁止になる行為を理解し身体拘
束にならないよう言葉遣い、介護を心掛けてい
る。施錠しない時間帯を設けるよう検討はしてい
るがリスクが高くなかなか困難で出来ていないの
が現状です。

　身体拘束については、研修会を行い、
行動を抑制しないよう職員の理解を深
めている。玄関の施錠については、安
全上の理由と家族の同意で、解除に向
けた試みは実現していない。言葉かけ
に対しては、かしこまった言い方はしな
いが、職員と利用者の関係性を充分考
慮している。

　施錠については、利用者一人ひとりの
状態を把握し、外に出たい気持ちに寄り
添うなど、見守りと声かけ等の連携プ
レーで、短時間でも解除に向けた取り組
みを期待したい。

7 （6） ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法に
ついて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事
業所内での虐待が見過ごされることがないよ
う注意を払い、防止に努めている

虐待についてはミーティングや勉強会、研修等に
参加し学んでいる。
ホーム内では身体的、精神的、言葉による虐待等
にならないよう細心の注意、監視を心掛け、行わ
れないよう努めている。現在まで虐待又はそれに
準ずるような行為もおこなわれていないが気づか
ない言葉が傷つけているかも知れないので今以
上の注意を心掛けている。また、やむを得ず他の
利用者に暴力や危害等のおそれがある場合は、
その家族の方と話合い、理解を求めて納得の上、
一時的に対処させて頂いている。

　法人の勉強会でテーマにあがってい
る。家族には、他の利用者への危害が
ある場合にやむをえず対処することが
あると伝えている。また、職員のアイデ
アや工夫で落ち着く場合もあり、その
時々で対応している。職員のストレスに
ついては、言いやすい場や人など体制
を工夫している。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

第
三
者

項　　目
外部評価

8 （7） ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し合い、それらを
活用できるよう支援している

権利擁護に関する制度の関係文書を随時、職員
が閲覧できるようしており、必要に応じ研修会を行
い理解をぽ深めている。
家族会を通じて話合い、説明を行い互いに理解を
深めている。必要に応じてパンフレット等を渡して
います。

　制度の活用者はこれまでいなかった
が、今後のために職員は研修会で学
び、概ね理解した上で、家族会で説明し
ている。

　家族会で地域包括や専門職を招き、
費用面など関心あるテーマで是非勉強
会を開催してもらいたい。

9 （8） ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利
用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分
な説明を行い理解・納得を図っている

入所時には契約書、重要事項説明書を、充分な
時間をかけ、納得がいかれるまで説明している。
書面上においては、利用者・ご家族様の同意を得
ている。
施設運営必要経費の変更等では、法人内部での
調整を行い、物価や行政指導等も踏まえて説明
し、理解を求め、了解を得ている。
利用者の症状の重度化に対しても、現状説明や
話会いを儲けて理解・納得を図り、最善のケアが
出来るよう行っている。

　契約時には十分説明を行っている。特
に費用が変更する際は、丁寧に説明し
た上で了解を得ている。体験のシステム
はないが、しばらく様子をみながら柔軟
に対応している。重度化に対しても、契
約時に家族の希望を聞いている。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

第
三
者

項　　目
外部評価

10 （9） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職
員ならびに外部者へ表せる機会を設け、そ
れらを運営に反映させている

家族会（1回/年）、家族来園時など、また苦情・意
見箱等による意見収集に努め、意見がある場合
には、施設全体で協議し対応を図ると共に施設の
ありかたも理解していただいている。
また、来園時には、意見（要望）を言って頂けるよ
う家族・利用者への配慮も心がけている。
なお、ご要望や面会時での要請などがある場合
は、その都度話し合い、運営に反映している。

　家族会は家族の意向で春先に年１回
行なう。食事会を兼ね、イベントを盛り込
み、意見交換を行う。終了後にはアン
ケートをとり、更に要望を聞いている。毎
月、利用料を精算に来てもらっているの
で、その時にも話しを聴く時間を設けて
いる。

11 （10
）

○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聞く機会を設け、反映させている

各職員から意見を述べられるよう、ミーティング時
やそれ以外にも機会を設けており、その都度、報
告・相談が行われている。
その都度、全体へ周知にも配慮し記録簿を設け
ている。
各職員への周知等を目的に小グループに分け、
各リーダーを設け、密に情報を吸い上げる体制作
りをしている。
小グループに分けて行う事で、リーダー職員の育
成にも配慮している。

　毎月、出勤者全員で２時間ほどかけて
会議を行う。職員の希望の休みを配慮
したり、小旅行ができるようシフトの調整
をできる範囲で行っている。リーダーが
中心となり各職員の意見を吸い上げ、
運営に反映している。

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って働
けるよう職場環境・条件の整備に努めている

定期的に面談を行い職員個々の技能及びがんば
り具合いについて把握し、出来るだけ昇給、賞与
等に反映出来るように法人役員と話している。
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13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケア
の実際と力量を把握し、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きながらトレーニン
グしていくことを進めている

認知症実践者研修やリーダー研修をはじめ各種
団体が主催する勉強会（嚥下、介護等）法人内の
勉強会（医療、リハビリ等）にも参加している。
参加は自由であり、本人の希望に添うようにして
いる。
研修後は、報告書等により学んだ知識の共有をし
ている。

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流す
る機会を作り、ネットワークづくりや勉強会、
相互訪問等の活動を通じて、サービスの質を
向上させていく取り組みをしている

事業所相互間での職員の研修や勉強会等をさせ
て頂き知識、技術など質の向上に共に努めてい
る。
同業者合同での行事の開催等、地域の人も含め
交流の機会を作っている。
島内の関係施設間での見学や会合を設け繋がり
に努めている。リーダ研修や実践者研修の実務
の受け入れ等も積極的に行っている。

15 ○初期に築く本人との信頼関係
サービスを導入する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

初期対応の対応の重要性は理解しており、細心
の注意を払い、入所前に、ご本人やご家族とお会
いする機会を出来るだけ多く持つようにしている。
ご本人の今までの生活歴や希望等、急かずゆっく
りと知る機会をもって、本人の気持ちを大事に受
け止めてゆく努力をしている。

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

入所前よりインテークを重ね、施設見学や施設の
方針、ご家族の思いを聴きいれ不安や心配事、疑
問点など話合うことで、不安等を取り除くことに努
めている。
ご家族と共にご本人の思いを受け止め安心が出
来るよう努力している。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
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17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

ご本人様の生活歴を踏まえ、今、何を必要してい
るかを、ご本人の思い、家族の思いや、周辺環境
も考慮し必要な支援を見極め、関係機関等との調
整を含め適切且つよりよいサービスが出来るよう
に心掛けている。

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場にお
かず、暮らしを共にする者同士の関係を築い
ている

利用者の方は人生でも先輩であり、教えて頂くこ
とも多く尊敬の気持ちをもって接している。
介護面では、その人の思いや要望、身体状況を
理解、把握できるよう努め、その人らしく家庭的な
環境のもとで生活が営めるよう努め、職員が利用
者の今までの人生に関わって来た事柄を認識、
理解をし、相互関係を深め、信頼関係が構築でき
るよう行っている。

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場にお
かず、本人と家族の絆を大切にしながら、共
に本人を支えていく関係を築いている

家族・本人・施設職員との三者間がお互いのパー
トナーであるよう心がけ、家族の思い、本人の思
いを尊重し受け止め、本人と家族の絆を大切にし
不安や心配事を一緒にうけとめながら互いの関
係が維持できるよう努力している。

20 （11
）

○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人
や場所との関係が途切れないよう、支援に努
めている

親戚、知人、友人等の訪問は自由であり、外出外
泊においても自由である。
一応、面会時間は定めているが、その都度、柔軟
に対応出来るよう努めている。
又、馴染みの場所や馴染みの人と外出が出来る
よう協力を得つつ支援している。

　友人の来訪や宗教の集まりに家族と
外出している利用者がいる。スタッフは
馴染みの場所である自宅近くまでドライ
ブするなど支援している。以前は正月に
自宅で過ごす利用者が多かったが、
徐々に事業所で過ごすことが増えてい
る。
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21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤
立せずに利用者同士が関わり合い、支え合
えるような支援に努めている

入居者同士が自由に居室を出入りしたり、語り
合ったり、一緒にテレビを見たりできるのが理想で
はあるが認知症の進行に伴い出来ない状況に
なってきているが作品を一緒に作ったり、体操や、
散歩等共に行動し、出来るだけコミュニケーション
を図り孤立化しないよう仲立ち手助けしている。

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に
努めている

退所した方にも気安く訪問して頂いたり、行事にも
参加して頂いたり、ご家族とも関わりを持ち、良い
関係を大切にしている。

23 （12
）

○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の
把握に努めている。困難な場合は、本人本位
に検討している

個人の今までの人生感、価値感、生き方等を理
解把握した上で、現在でのその人の思いや希望
を把握し取り入れているが困難な場合はご家族
等の意見も聞き、且つ、ご家族様への協力も依頼
してできるだけ希望に沿えるようにしている。認知
も進行してきておりますます本人の思い等が理解
し難くなってきている状態ではあるが日々の生活
の中での些細な事がヒントになる事があるので行
動を見逃さないように心掛ける。

　認知症が進行しても、現状の有する力
を発揮できるよう、言葉にしづらい思い
を汲み取り、職員がさりげなく働きかけ
ている。日記をつけている利用者に対し
て、日々の暮らしが楽しみになるよう職
員が一言添えるなど気配りをしている。

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生
活環境、これまでのサービス利用の経過等
の把握に努めている

入所時には、本人やご家族から今までの生活歴、
人生観、暮らし方、環境、医療など詳しく聞き把握
している。
入所前は、自宅訪問をさせて頂き、今までの生活
を見させていただいている。
入所後も、ご本人の生活から情報を集めるよう心
掛けサービスの利用の経過についても、ご家族、
本人、担当ケアマネージャーに情報を提供して頂
いている。

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
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25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有
する力等の現状の把握に努めている

職員が日々、利用者一人ひとりの心身状態を記
録し、職員全員が把握している。
各利用者が個々の過ごし方や状態を把握確認し
ながら、その人らしく過ごせるよう、また、有する能
力が発揮できるようにも努めている。
、利用者一人ひとりが穏やかに思う様にすごせる
よう努めている

26 （13
）

○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあ
り方について、本人、家族、必要な関係者と
話し合い、それぞれの意見やアイディアを反
映し、現状に即した介護計画を作成している

ご本人の心理的、身体的な些細な変化を見逃さ
ず、その都度適切なサービスが提供出来るよう、
モニタリングや家族、職員等、必要な関係者（Ｄr）
トカンファレンスや担当者会議を開き,ご本人の現
状にてきしたその人らしい生活が出来るような介
護計画を作成している。モニタリングの経緯も記
録しより現状に即した介護計画を目指している。

　４～５人のスタッフで一人の利用者を
観て、原案を立て、モニタリングまで行
う。利用者の言葉で、利用者の思いを反
映した個別のプランを作成するよう管理
者は指導している。電子媒体にまだ経
過記録は残せないが、バイタル、食事、
服薬等の入力が可能となった。

　家族が毎月の精算時に来所した機会
を利用し、プランが家族の想いと一致し
ているか意見を聴くようにすればどう
か。

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工
夫を個別記録に記入し、職員間で情報を共
有しながら実践や介護計画の見直しに活か
している

一人ひとりの介護記録には、日々のバイタル、ケ
アの内容、その日の心理、健康、生活状況、改善
すべき点等が記載されており個人の状態が把握
出来る。
その記録内容から、各利用者が、その人らしい生
活が送れているか見直し検討を行い、適切な支
援が提供出来るように努力をしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機
能化
本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスに捉われ
ない、柔軟な支援やサービスの多機能化に
取り組んでいる

施設サービスの枠にとらわれずに、家族・本人へ
の想い希望を取り入れている。
利用者個々のニーズに対応できるよう柔軟に多
方面にも対応出来るよう努めているが、職員の人
員やハード面で出来ないこともあるが、時間を掛
けてでも対応出来るように努力している。
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29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を
把握し、本人が心身の力を発揮しながら安全
で豊かな暮らしを楽しむことができるよう支援
している

地域の各種団体（老人会、消防署、警察、民生委
員、幼稚園、小中学校等）と連携を取り、多方面で
の協力体制を得ている。
地区での運動会や文化祭、清掃作業などに参加
したり、慰問などを受けている。

30 （14
）

○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、
納得が得られたかかりつけ医と事業所の関
係を築きながら、適切な医療を受けられるよ
うに支援している

かかりつけ医は本人、ご家族の希望を尊重してお
り、入所時に合意している。
受診時は必要に応じて、ご家族と共に定期的に
職員も受診に付き添い、医師に症状の説明等をし
ている。

　利用者、家族の意向を優先し、これま
でのかかりつけ医の受診を大事にして
いる。基本的には家族の付き添いをお
願いしているが、職員が同行することも
多い。利用者の日常の健康管理につい
ては、職員が把握するとともに、家族や
医療関係者とは常に共有を図っている。

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職や訪問看護師
等に伝えて相談し、個々の利用者が適切な
受診や看護を受けられるように支援している

協力病院と医療連携が出来ており、２回/週の訪
問看護が実施されている。
利用者の健康管理、医療相談、急変時対応等と
病院との連携が出来ている事で、適切な受診、看
護が受けられる体制が出来ている。

32 （15
）

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよ
うに、又、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努め
ている。あるいは、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行っている。

入院時の情報提供は勿論のこと、環境の変化に
順応し難いため、職員が面会や付添い等出来る
範囲の対応を図り、安心出来るよう行っている。
家族、主治医、ともに連携を取り、早期回復、退院
できるよう支援している。
協力病院が当ホームの母体法人であり、医療連
携も出来ており協力関係、意志の疎通も出来てい
る。

　利用者の日々の状態把握を通して、
入院回避に努めている。転倒リスクや
食欲の低下等には特に注意し、見守り
や水分摂取にも注意をはらっている。入
院があった場合には、早期退院に向け
た医療関係者との早めの話し合いや事
業所における受け入れ体制等につい
て、職員間で細やかに連携を図ってい
る。
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33 （16
）

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支
援
重度化した場合や終末期のあり方について、
早い段階から本人・家族等と話し合いを行
い、事業所でできることを十分に説明しなが
ら方針を共有し、地域の関係者と共にチーム
で支援に取り組んでいる

重度化に関しては利用者、ご家族、医師とよく話
し合いよりよい方向を検討している。
介護で支援が出来る重度化に対しては、出来る
限り対応している。
常に医療を必要とする重度化に対しては、常勤看
護師や医療的な設備も整っていない為、現在の
環境では無理であるが重度化対応がいわれてい
る中今後の大きな課題である
現在、法人に依頼し勉強会等準備を進めている。

　契約時に、利用者、家族の意向を確
認するが、利用者の状態変化に応じて
その都度、意向を聴くようにしている。利
用者、家族の不安を受け留め、事業所
でできうる最善の方法を選択している。
利用者の重度化が避けれない状況であ
ることから、職員の研修体制の整備が
必要になってきている。

　隣接する母体病院や在宅主治医の理
解や協力を得ることで、職員の意識向
上に向けた研鑽の機会を検討いただき
たい。

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全て
の職員は応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行い、実践力を身に付けている

1年/回、消防署救急隊員による講習を依頼し実
演と講習会（心肺蘇生法、ＡＥＤの使用方法、嚥
下、窒息時の対処法等）を行っている。
淡路広域消防事務組合主催の応急手当普及員
講習会にも参加し職員個々の実践力を身につけ
ている。また、応急手当普及員更新講習会へも参
加している。

35 （17
）

○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を全職員が身
につけるとともに、地域との協力体制を築い
ている

年2回の消防、避難訓練を行い、内１度は、消防
署職員の指導を受けている。
関連施設にも参加して頂き、共に訓練活動の向
上を図っている。
地域推進会議にて地域との協力体制も依頼して
いる。
南淡分署に年２回程度出席依頼をしている。

　年２回夜間想定を含む避難訓練を、利
用者も一緒に行っている。消防署立ち
合いにより指導を仰ぐとともに、普段か
ら職員の危機意識の定着にも努めてい
る。運営推進会議でも検討事項として取
り上げ、地域としての双方向の協力体
制を推進している。

　今後は、法人としての地域との連携強
化にも努めていただきたい。
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36 （18
）

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

利用者一人ひとりのプライバシーを尊重し、一人
ひとりの性格等にも理解を深めている。
また、不快感を感じさせないよう利用者一人ひとり
の対応に心掛けている。言葉遣い、声掛け等上か
ら目線になっていないか、特にトイレの声掛けなど
周りに気を配るよう、居室に関しては監視されて
いるような雰囲気を感じさせないよう訪室時には、
話しやすい雰囲気を心掛けている

　入居時からの利用者と職員の関係性
や、つきあいを通して利用者を深く知り、
信頼関係の構築に努めている。その中
から個々の想いや好みを把握している。
生活のペースやこだわりにも柔軟に対
応できるよう、普段から丁寧に観察する
ようにしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表した
り、自己決定できるように働きかけている

利用者が自分の希望や意思の決定が言えるよう
に個々の表現や表情にも配慮し、選択が得れる
よう、絵やカードなど用いて工夫している。
本人の性格や想いを理解し自己決定ができるよう
対応している。強制したり、無理強いをしないよう
心掛けている。

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その日を
どのように過ごしたいか、希望にそって支援
している

各利用者の今までの生活ペース、習慣を尊重し、
職員の都合を優先しないよう注意しています。
時間にもあまり制約されず、各利用者の気分や、
希望、状況等に応じ出来るだけ添えるように支援
している。
また、利用者個々のペースに歩み寄り穏やかに
過ごせるように努めている。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができる
ように支援している

TPOに応じた服装、お化粧、時にはマニキュアな
ど本人の希望に応じるようにしている。
理美容業者の方が施設に訪問、パーマや毛染め
など、ご本人の思い通りの髪型やおしゃれを楽し
まれている。
また、外出時の服装など本人の希望を聞きながら
えらんだり、行き着けの美容店を利用される際
は、ご家族が付き添っている。

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支
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40 （19
）

○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとり
の好みや力を活かしながら、利用者と職員が
一緒に準備や食事、片付けをしている

食事のメニューでは、個人の嗜好を聞き、献立し、
食材も季節感を取入れ提供している。
メニューによっては、料理を教えてもらったり一緒
に片付けを行っている。
誕生会等の行事では、本人の好物を提供し、皆さ
んと共に食事会を開いている。
手作りの料理を基本としインスタントや冷凍食品
は出来るだけ使わないよう心掛けている。施設の
周りが田畑であり、新鮮な野菜をいただく事も多
く、そんな時はメニューを変更、旬の物を戴き季節
を感じてもらっています。

　地産地消を心がけて、普段の食事を
手作りしている。利用者も野菜の下ごし
らえや味付け、調理を手伝うなど、利用
者一人ひとりの役割を大事にしている。
特別な物ではなく、これまで食べ慣れた
旬の食材をメニューに活かしている。一
緒に作り、食べることで会話が弾み、楽
しい時間となっている。家族会でのホテ
ルのバイキングでの食事会は利用者に
とっての特別な時間ともなっている。

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を
通じて確保できるよう、一人ひとりの状態や
力、習慣に応じた支援をしている

一人ひとりの食事、水分量をチェックしており体調
不良時などは状況に応じて食事の形態、量、食
材、水分等に細やかな配慮を心掛けている。ま
た、嚥下の悪い方にはとろみ、ミキサー食等の配
慮をしている。特に夏場は熱中症予防するため、
熱中水を作りその都度飲んでいただいている。
利用者が、いつでも自由に飲めるようお茶、水、
ジュース等を常備している。

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じ
た口腔ケアをしている

毎食後就寝前には必ず口腔ケアを促し、出来て
いるか確認している。
自己にて出来ない場合は、職員が介助している。
義歯は職員が毎日、預かり洗浄、消毒をしてい
る。
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43 (20) ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人
ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活かし
て、トイレでの排泄や排泄の自立にむけた支
援を行っている

殆どの方はトイレ誘導や一部介助が必要である。
パットを利用し、尿意のある人には、その都度付
き添い介助を行っている。
失禁時には不快感、プライドを傷つけない様さり
げない気配りをし陰部の清潔に心掛けている。
夜間排泄介助では、良眠を妨げないよう配慮して
いる。
自己にて排泄できる方にもそっと、さりげなく見守
り、失敗時もすぐに対応出来るよう心掛けている。
各利用者の排泄パターンやペースを把握し、トイ
レ誘導することによりトイレで排泄出来るよう支援
している。

　自分でトイレに行く人もいるが、多くは
職員が何等かの声かけをしたり、誘導し
ている。声かけの際は、利用者のプライ
ドを傷つけないよう、その人に応じた工
夫やタイミングを見て声をかけている。
夜間は、睡眠を優先させる場合もある
が、これまでの習慣通り、起きてトイレに
いく人への見守りなど、安全確保に努め
ている。

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物
の工夫や運動への働きかけ等、個々に応じ
た予防に取り組んでいる

排便チェック表を作成し、日々、記録確認して各
個人の排便パターンを把握、便秘にならないよう
水分補給、食材の工夫、適度な運動等を促し快
便になるよう努めている。
また解消されない場合は医師と相談し、薬等の指
示を受けている。

45 （21
）

○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入
浴を楽しめるように、職員の都合で曜日や時
間帯を決めてしまわずに、個々にそった支援
をしている

入浴の日時、時間は１F,２F交互にと決まっている
が、利用者の心身状態や外出等の場合、希望に
応じて毎日入浴したり、変更する事も可能である。
一人で入浴したい人には職員は見守り、必要に
応じて介助している。拒否される方には無理強い
をせず、気分良く入浴出来るタイミングを図る。
足湯も行っている。

　各ユニット毎に週３日をベースとし、利
用者に声かけしている。気持ちよく入っ
てもらえるよう無理強いはせず、職員が
代わって声をかけたり、時間を置いて誘
うようにしている。湯船にゆっくりつかっ
たり、好みの湯温に調整するなど、その
人のこだわりを大切にし、季節感のある
入浴も楽しんでいる。
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46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に
応じて、休息したり、安心して気持ちよく眠れ
るよう支援している

昼夜逆転や病的なものに関しては医師と相談し
対応を図っている。眠れないときは無理強いはせ
ず職員と一緒にお茶を飲んだり話をしたり気分を
和らげ自ら眠れるよう環境作りをしている。冬期に
は、湯たんぽ等の保温の対応もしている。個室で
あり入居者の方が自由にくつろがれている。

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作
用、用法や用量について理解しており、服薬
の支援と症状の変化の確認に努めている

入居者の服薬管理簿を作成し、全職員が把握し、
必ず服用確認をしている。服薬後も口腔内に残っ
ていないか、床等落ちていないか再確認し服用後
の状態観察、安全の確認に努めている。飲みにく
い方には粉状、服薬ぜりーも使用し確実に服用出
来るよう努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支援
をしている

今までの生活歴にともない家事、園芸、洋裁、計
算問題、将棋、絵画等、個々にあった得意なこと、
好きなことをして頂いている。
また、全体でのレクリエーションなどにより各個人
の役割や仲間意識の向上を図っている。

49 (22) ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に
出かけられるよう支援に努めている。又、普
段は行けないような場所でも、本人の希望を
把握し、家族や地域の人々と協力しながら出
かけられるように支援している

日常の業務上にて、調整を図り出来るだけ個人
要望に対応している。買い物や散歩、季節を感じ
て頂くようドライブなど希望を聞き出かけている。
普段行けないような場所でもご家族の方などの協
力を得て出来る限り本人の希望を叶えれるよう支
援している。最近では島外、お弁当を持っての外
出をしたり、外食を楽しんでいる

　利用者からの要望で、パジャマなどの
衣類や日用品を買いに行ったり、気候
のいい時期には、ドライブを楽しむ。近
隣の大型商店のフードコートで好きな飲
物を飲んだり、ぶらぶら散策することも
ある。リクエストで外食を楽しむ機会もあ
る。
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50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理
解しており、一人ひとりの希望や力に応じて、
お金を所持したり使えるように支援している

買い物時や受診時には出来るだけご自身で支
払ったりして頂き、釣り銭や金銭価値などを自覚
して頂くようにしている。
只、金銭感覚に理解が困難な利用者も多く、職員
が行うことが殆どである。お金に執着する方には
家族の了解の元、本人が管理する事もある。
各利用者の預かり金については、金銭帳簿を作
り、領収書を置き、その都度、家族への説明と報
告を行っています。
また、利用者の必要物品についても、利用者から
の依頼、要望等をご家族様に説明し、了解を得て
いる。

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、
手紙のやり取りができるように支援をしてい
る

手紙や電話のやりとりには、全く制限はありませ
ん。家族や大切な人との繋がりが途絶えないよう
近況報告等を行っています。手紙が書けない利
用者へは職員が代筆したり、手紙を読んで伝える
等の支援をしている。

52 (23） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温度
など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工
夫をしている

玄関には季節の花が植えてあり、家庭菜園には
その季節の野菜を作っている。
ホーム内は落ち着いた色調であり南向きで窓も大
きく、日当たりもよく明るい。
余り施設独特の幼稚な飾り付けはしていない。
共有スペースには、マッサージ機もあり、くつろが
れている。
行事予定や日々の献立メニューなども掲示し、季
節感を取り入れた物も置き、環境にも配慮してい
る。

　敷地周りは畑が広がり、その時々の野
菜の収穫状況に応じて季節がまじかに
感じられる。２階のリビングからは遠くの
山々まで見渡せ、開放感に溢れてい
る。カウンターキッチンからは、調理の
様子が手に取るようにわかり、利用者も
共に作業しやすい空間となっている。壁
面には利用者のイベントを楽しんでいる
写真のみの掲示にとどめるなど、落ち
着きが感じられる。
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53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づく
り
共用空間の中で、独りになれたり、気の合っ
た利用者同士で思い思いに過ごせるような
居場所の工夫をしている

リビングにはソファーがあり、テレビや新聞、雑誌
等を置き情報や話題の提供を行っている。
カウンターでは、利用者同士や職員が会話できる
喫茶コーナー的なところがある。
ウッドデッキのベランダは出入りも自由でありベン
チも置かれている。
利用者はそれぞれ思い思いの場所でくつろがれ
ている。

54 (24) ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と
相談しながら、使い慣れたものや好みのもの
を活かして、本人が居心地よく過ごせるよう
な工夫をしている

ベッド、キャビネットは備え付けであるが木製の暖
かみのある物を設置している。
個人差はあるが馴染みの家具や家族の写真、趣
味の物、御仏壇など、今までご本人が使用してい
た物をもってきてもらい、変わらない生活を送って
頂けるよう配慮している。

　大型のクローゼットに洗面所が備え付
けられ、居室の位置によっては間取りが
同じではない。ベッドを置いても、ゆとり
ある広さが確保されており、椅子やテー
ブル、テレビを置き、自室で一人で過ご
す人も多い。ベッド周りにこだわりの小
物や、常時使う身の周りの品が所せま
しと置かれている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づく
り
建物内部は一人ひとりの「できること」「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立
した生活が送れるように工夫している

ホーム内はすべてバリアフリーであり、階段、トイ
レ、浴室などには手摺が設置されている。玄関も
スロープが併設されており車椅子にも対応してい
る。
歩行器、ポータブルトイレ等、利用者の状況に応
じていつでも利用できる。
目線上に”トイレ”等の表示をしたり、夜間にはトイ
レの室内点灯し、常時扉を開けて間違わないよう
にしている。
各自の居室には、本人が迷わないよう絵付きの
表札を飾ったりドアノブに印を付けたりしている。
個人の理解力や身体能力に合わせて分かるよう
常に心がけ、安心して生活が出来るよう工夫して
いる。
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